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1 は じ め に

障害不稔の発生に伴い,収量が稔実籾数の減少などにより
低下することは周知の事実であり,過去の冷害年次におい
ても不稔歩合と減収割合との関係について数多く検討され

てきた。しかしながら,不稔歩合と減収割合との関係をデ
当り総籾数ごとに検討したものは少ない。

ここでは,″当り総籾数を3レ ベルに分類し,減収割合
をレベルごとに不稔歩合と稔実籾当り登熟歩合・玄米千粒

重の関係から検討した。

2試 験 方 法

品種はキヨニシキを用いた。試料は減数分裂期に低温に

遭遇した昭和63年・穂学期～開花期に低温に遭遇した55年

の山形農試本支分場・ 県内各地の計87点である。調査項目
は,不稔歩合・玄米千粒重・稔実籾当り登熟歩合・玄米収
量・稔実籾当リー次枝梗籾数割合・枝梗別玄米千粒重であ

る。調査方法は,不稔歩合は透視法,玄米収量・玄米千粒
重・枝梗別玄米千粒重は18露飾選,稔実籾当り登熟歩合
については106の比重選で行なった。

3結 果 と 考 察

a)不稔歩合と稔実籾当り登熟歩合
不稔歩合と稔実籾当り登熟歩合の関係について図 1に示
した。これによると,いずれの総籾数レベルにおいても不
稔歩合が高くなるにつれて,稔実籾当りの登熟歩合は95%
前後に収救するようになる。しかも,95%前後に収餃する
不稔歩合は,″当り総籾数が35万粒以下では10%程度

,

35～40万粒 レベルでは20%程度 ,40～ 45万粒 レベ
ルでは30%程度であった。
また,不稔歩合と稔実籾当り登熟歩合の関係は,63・ 55
年両年における年次間差異が認められず,両年の障害不稔
発生の原因である低温遭遇の時期に関係なく,稔実籾数に
大きく影響されると考えられる。

12)不稔歩合と玄米千粒重

不稔歩合と玄米千粒重の関係について図2に示した。玄

米千粒重は不稔歩合が高くなるほど低下した。この傾向は

プ当り総籾数レベルに関係なく同様であった。デ当り総籾

数レベルによる玄米千粒重低下割合の相違は,判然としな
かった。

玄米千粒重の低下の要因は,第 1に ,一次枝梗・二次枝
梗に関係なく玄米千粒重が減少することである (図 3)。

第 2の要因は,不稔歩合の低い稲は稔実籾の一次枝梗割
合が高く,不稔歩合が高くなるにつれて,稔実籾の一次枝
梗割合が低くなることである (図 4)。 具体的には,稔実
籾当リー次枝梗籾数割合は,不稔歩合10%以下では60～70
%であるが,不稔歩合30%以 _Lでは50%程度まで低下する。
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図 2 不稔歩合と玄米千粒重
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補償作用により稔実籾当り登熟歩合が向上し,減収はしな
い (図 5)。 補償作用は,″当り総籾数35万粒以上にお
いては,77F当 り総籾数が多いレベルほど高い不稔歩合まで

認められる。各″当り総籾数レベルにおいて減収がみられ

る限界補償点の不稔歩合は,35～40万粒 レベルでは不
稔歩合15%程度であり,40～45万粒 レベルでは20%程
度であると考えられる。しかしながら,″当り総籾数30
～35万粒レベルでは,補償作用が認められなかった。
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図4 不稔歩合と稔実籾当り
一次枝梗粒数割合

また,63年・ 55年の玄米千粒重の低下割合の比較では,

各″当り総籾数レベルとも63年がやや大きい。これは63年

が減数分裂期に55年より強い低温に遭遇したために籾殻が

小さかったことによると考えられる。

●)不稔歩合と玄米収量
障害不稔が発生した場合 ,そ の発生程度が軽度であれば
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図5 不稔歩合と玄米収量及び
玄米収量比
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減収割合は,″当り籾数30～35万粒 レベルでは不稔
歩合30%で20%程度であり,35～40万粒 レベルでは不
稔歩合15%ま で減収せず,不稔歩合30%で 15%程度であっ

た。また,40～ 45万粒レベルでは不稔歩合20%ま で減
収せず,不稔歩合30%で 10%程度であった。

4 ま  と  め
以上のように,不稔歩合が同程度であれば,77F当 り籾数
が多いレベルはど減収割合は小さくなる。これは,減収割

合に対して稔実籾数の減少及び玄米千粒重の低下が正の要

因,稔実籾当り登熟歩合の向上が負の要因として作用し,
稔実籾当り登熟歩合の補償作用は,不稔歩合が同程度あれ
ば″当り籾数が多いレベルはど高いと考えられる。
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図 3 不稔歩合と枝梗別玄米千粒重
注 玄米千粒重 :18筋以上

::懸参素優畜糞
縦
熟縞睾
「始
（％
）

:ヽミ
:


